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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月1日(2016.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの塩及び少なくとも１つの化合物を含む電解質組成物であって、前記少
なくとも１つの化合物が、以下の式、
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【化１４】

の化合物を含む群から選択され、ここで、
　下付きの“ａ”は１から３の整数であり、
　下付きの“ｂ”は１又は２であり、さらに、
　４≧“ａ”＋“ｂ”≧２であり、
　Ｘはハロゲンであり、
　Ｒは、以下の式Ｉの部分、

【化１５】

及び、式ＩＩの部分、
【化１６】

を含む群から選択され、ここで、
　Ｒ２は有機スペーサーであり、
　Ｒ３は、無又は有機スペーサーであり、
　Ｒ４は、水素、アルキル又はアリールであり、
　Ｒ５は、アルキル又はアリールであり、
　下付きの“ｃ”は１又は２であり、さらに、
　下付きの“ｄ”は１から１２であり、さらに、
　Ｒ１は、アルキル、置換アルキル、アリール、置換アリール、アルコキシ及び置換アル
コキシを含む群から選択される、電解質組成物。
【請求項２】
　Ｘは、塩素、フッ素又は臭素である、請求項１に記載の電解質組成物。
【請求項３】
　Ｘはフッ素である、請求項２に記載の電解質組成物。
【請求項４】
　Ｒ１はメチルである、請求項１に記載の電解質組成物。
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【請求項５】
　前記少なくとも１つの塩が、リチウム含有塩である、請求項１に記載の電解質組成物。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの塩が、約０．１Ｍから約３．５Ｍまでの濃度で存在する、請求項
１に記載の電解質組成物。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの塩が、ＬｉＣｌＯ４、ＬｉＢＦ４、ＬｉＡｓＦ６、ＬｉＰＦ６、
ＬｉＣＦ３ＳＯ３、Ｌｉ（ＣＦ３ＳＯ２）２Ｎ、Ｌｉ（ＣＦ３ＳＯ２）３Ｃ、Ｌｉ（Ｃ２

Ｆ５ＳＯ２）２Ｎ、ＬｉＤＦＯＢ、ＬｉＢＯＢ、リチウムアルキルフルオロホスフェート
、リチウムボレート及びリチウムビス（キレート）ボレートを含む群から選択される、請
求項１に記載の電解質組成物。
【請求項８】
　液体である、請求項１に記載の電解質組成物。
【請求項９】
　請求項１に記載の電解質組成物を含む電気化学装置。
【請求項１０】
　当該電気化学装置はアノードを含み、さらに、前記電解質組成物は、前記アノード上に
不活性化層を形成する添加物をさらに含む、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　少なくとも１つのリチウム金属酸化物カソード及び少なくとも１つのアノードを含むリ
チウム二次電池である、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　以下の式、
【化１７】

の化合物を含む群から選択される化合物であって、ここで、
　下付きの“ａ”は１から３の整数であり、
　下付きの“ｂ”は１又は２であり、さらに、
　４≧“ａ”＋“ｂ”≧２であり、
　Ｘはハロゲンであり、
　Ｒは、以下の式Ｉの部分、

【化１８】

及び、式ＩＩの部分、
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【化１９】

を含む群から選択され、ここで、
　Ｒ２は有機スペーサーであり、
　Ｒ３は、無又は有機スペーサーであり、
　Ｒ４は、水素、アルキル又はアリールであり、
　Ｒ５は、アルキル又はアリールであり、
　下付きの“ｃ”は１又は２であり、さらに、
　下付きの“ｄ”は１から１２であり、さらに、
　Ｒ１は、アルキル、置換アルキル、アリール、置換アリール、アルコキシ及び置換アル
コキシを含む群から選択される、化合物。
【請求項１３】
　Ｘは、塩素、フッ素又は臭素である、請求項１２に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｘはフッ素である、請求項１２に記載の化合物。
【請求項１５】
　Ｒ１はメチルである、請求項１２に記載の化合物。
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